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有限期問の価格競争複占ゲームに

おける暗黙の共謀

一m・u・W・nn．tの利潤関数に関する命題の訂正一

金　子　浩　一

1．はじめに

　単純な価格競争静学ゲームにおいては一激しい価格引き下げ競争が生じ均衡

価格は限界費用に等しくなるというベルトランの逆理が知られている。しかし

ながら，その単純なモデルには強すぎると批判される三つの仮定がある。一つ

は各企業が生産する財が完全代替財であること，一つは生産能力に限界がない

こと，もう一つは一回限りのゲームであることである。これらの仮定の一つが

緩められれば，ベルトランの逆理は回避されうる。

　例えば無限繰り返しゲームの設定にした場合，トリガー戦略を用いればサブ

ゲーム完全なナッシュ均衡において各企業が独占価格を提示することも可能で

ある。これは高い割引因子に適用されるフォーク定理（F・i・dm・n（1971））と

して知られている。また無限期間逐次手番複占ゲームでは，M・・hn乱nd　Ti・・1・

（1988b）が二種類の完全マルコフ均衡を定義し，とりわけ毎期独占価格が提示

される均衡が存在することが示され㍍

　さらにW．un。。（！999）は，二企業が完全代替財を限界無く生産しうる設定の

もと，有限期間逐次手番ゲームを構築した。このゲームにおいては三期循環の

反応関数がマルコフ均衝を形成し，テの均衡経路上の平均産業利潤はゲーム期

間が長くなるにつれて独占利潤の5／6に収束することを彼は示した。有限期問

の設定でマルコフ戦略を用いても暗黙の共謀が達成される点が，彼の論文の主

要な業績である。しかしながら利潤に関する命題について多少修正すべき部分
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がある。

　本稿は彼のモデルを借用・分析しながら修正部分を指摘し，その訂正を行う。

本稿の主要な目的は，その均衡経路上で得られる平均産業利一潤は，正確には独

占利潤の“少なくとも”5／6であることを，利潤関数の山性を利用して形式的

に証明することである。

　本稿の構成は次のようである。まず第2節で分析の対象となる経済モデルを

定義し，W．11n。士（1999）が与えた利潤関数の性質に関して注意を与える。第3

節では彼が定義した三期循環をなす最適な反応関数を明示的に描写し，不規則

なパターンが生じる期間を中心に完全マルコフ均衡であることを証明する。第

4節では均衡経路上の平均産業利潤が独占利潤の“少なくとも”5／6であるこ

とを証明する。第5節は結びとして将来研究の課題となるモデル拡張の可能性

について言及する。

2．モデル

　この節では，同質財を生産する二企業が交代で価格を提示する有限期間動学

ゲームを設定する。後に正確に定義されるが，企業が選択しうる価格の集合は

有限かつ離散であり，時間に依存せず両企業に共通な集合である。ゲームの期

間は便宜上3丁十2（ただしTは正の偶数）とする。企業1は奇数期に，企業

2は偶数期に価格を提示する。第O期の市場価格は外生的に与えられる。単純

化のために，生産に費用はかからず書1」引因子は1であると仮定する。

　敵対企業の価格提示期には，企業は価格を変更できない。つまりプ期に設定

した企業の価格ψ。はプ斗1期にも提示される。市場価格は次の規則にしたがっ

て決まるものと仮定する。

仮定2．11≠期に成立する市場価格m、は二企業の提示する価格の低い方である：

m＝minψ巾ψH｝．もし双方の企業が同じ価格を提示するなら，需要は二等分さ

れる。

産業利潤関数は価格の関数π（・）：R＋→Rによって表され，仮定2．2の特性を

もつ。　π（・）は一変数関数であるので厳密な凹関数であり，補題2．1が導き出
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される。仮定2．1により価格ψを提示する企業の利潤は，敵対企業より設定価

格が低い場合はπφ），敵対企業と同価格である場合はπφ）／2・敵対企業より

設定価格が高い場合は。である。

仮定2．2：産業利潤関数π（・）は三回連続可微分であり，π’’〈Oである。また，

π（O）＝Oであり，〆（〉0）においてのみその最大値をとる。

補題2．1［Wallner（1999LEMMA1）］：仮定2．2のもとではあるε＞Oが存在し

て，任意のε∈（O，百）に対して次の四つの条件が満たされる1

　la）3π（ε）ノ2〈π（2ε），

　（b）πφ）〉Oとなるようなψ（〉2ε）に対してπφ一ε）〉3πφ）／4，

　lc）π（声”十ε）十π（声M一ε）＞π（声M）十π（声Mr2ε），

　（d）π（2ε）くπ（声M）／8．

証明：　平均値の定理とπ・くOより以下の不等式が成り立っ1

　　　π（2ε）。π（ε）十επ’（2ε）一1。π’（ε）

　　　π（ε）　　　π（ε）　　　　π（ε）ノε．

ε→Oとすれば，極限においては以下の不等式が成り立つ：

・・ぺ㍗・1・1・・一口、㍗ε一1・妻1111・1

よってある百／（〉O）が存在してすべてのε∈（O，百1）に対して（a）が成り立λ

　（b）一（d）についても仮定2．2より条件を満たすようなε呈，ε。，百。の存在を証明

できる。詳しい証明はWaune正（1999）を参照されたい。我々は百＝｛ε1，百。，百ヨ，

百。｝と定義しさえすればよい。このεが補題を満たす。　■

W出e正（1999p．263）は（a）の証明において以下の不等式を与えている・

・・占…帯チ…ノ（ε）圭ξ、ろ1（2ε）一・・…π（ε2（未（2ε）

一π’（O）・π’（O）一2

　　π’（O）
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しかしこれは十分小さいεに対しては2π（ε）＜π（2ε）が成り立つという誤

解を招く。実際にはπ（・）の厳密な山性により以下のように2π（ε）〉π（2ε）

が示されることに注意されたい。この不等式により，次節に示される最終期の

反応関数は敵対企業の提示価格2εに対しεを提示するのである。

π（1）一1／÷…÷・・ll・π（O）十チ（2ε）一πgε）

　補題2．1より，このゲームを自明なものにしないような適切な価格の基準を

見つけることができる。そして両企業が共通に提示しうる価格の集合（価格網）

を，以下のように各々の適切な価格の基準に対して定義することができる。

仮定2．31ε（くε）を〆がεの整数倍となるようなある正の数とする。価格網

は（；＝｛O，ε，2ε，．．．，ψM・…・冴ε｝によって表される（ただし勿：＝m且・｛”∈N：

π（nε）≧0｝＜oo）。

　価格網が有限個の価格で構成されるという仮定は非常に重要である。という

のは，もしそれが連続体であるならば，敵対企業の価格より引き下げる最適な

反応価格が存在しないからである。十分に小さく精緻なεに対しては，このゲー

ムは興味深いものになる川。我々はεは非常に小さく価格網は非常に多くの要

素を含むと想定すべきである。

　例えば補題2．1を満たさないようなεプノ2を基準と考えよう。このとき価格

網はG＝｛O，ε，〆，．、．，坦ε｝であるが，2π（ε）〉πφM）であるために，均衡経路

上では両企業が常にεを提示することになる。上述した自明なゲームとは，こ

のようなゲームである。

　企業が用いる戦略は，ゲームの歴史から価格網への関数である。ただし仮定

2．1により利潤に影響を与えるのは敵対企業が前期に提示した価格だけてある

ので，それはマルコフ戦略である。プ期の企業行動は状態変数であるク’一、にの

み依存するので，その反応関数はB（・）：G→Gで表される。

　最後に，最適な反応価格が複数存在する場合の企業の価格選択の規則を決め

なければならない。最適な反応価格が複数存在する状況は，定理3．1の証明に

おいて形式的に説明され乱この仮定により完全マルコフ均衡を一意に定める

ことができる。
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仮定2．41敵対企業の前期の価格に対して複数の最適価格が存在する場合，も

しグ十εが含まれればそれを提示し，そうでなければ最適価格の中で最も高い

価格を提示する。

　これらの仮定のもとで，我々は以下このゲームの完全マルコフ均衡を分析す

る。それは双方の企業がマルコフ戦略に一したがうサブゲーム完全な均衡である。

3．三期循環反応関数

　本節では均衡戦略を明示的に描写し，それらが実際完全マルコフ均衡である

ことを不規則なパターンが生じる期間を中心にバックワードインダクションに

より確認する。実際次の三期循環をなす反応関数が完全マルコフ均衡を形成す

る：

帖“

叶∴ン
■∵∴∴一一

　　　叫）一に、，㌻㌻ご1二1∵㌧打

｝十∵1∴∵｝
ただし各々の三期循環の反応関数B宮功BヨH，月Hに関わる四種類の境界価格払

＾ガ，片は以下のように帰納的に定義される。

　まず片は次の不等式を満たす戸M以下の一意な価格声（∈c）である岨］：
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　　　π（声一ε）十π（声一3ε）≦π（声M一ε）くπφ）十π（声一2ε）。

この片に依存して〆（∫＝1，．．りト1）は以下のように定義される：

　　　1；一ゲlll∵

ただし，。はπφ一ε）≦πφM）ノ2〈πφ）を満たす〆以下の一意な価格ψ（∈G）

であり、gはπφ一ε）＜2π（rε）≦πφ）を満たすψM以下の一意な価格ψ（∈

G）である。

〆は次の不等式を満たす〆以下の一意な価格ψ（∈G）である：

　　　　　　　　π（声一ε）‘π（〆）／2くπφ）．

片は次の不等式を満たす〆以下の一意な価格ク（∈G）である：

　　　　　　　　πφ一ε）く2π（〆）‘π（声）一

〆は次の不等式を満たす〆以下の一意な価格ψ（∈G）である：

　　　　　　　　πφ一ε）≦π（〆）／2〈πφ）。

　一見しただけでは各境界価格の直観的意味は理解しがたいが，それは行動す

る企業が限界的なεだけの引き下げを行うか否かを決定する基準である。合理

的な企業が行う限界的な引き下げ以外の行動は，主に引き上げ（正・／㎝t）と極

端な引き下げである。前者は今期と次期との販売をあきらめる代わりに二期後

に高い利潤を得ることができ，後者は今期得る利潤を極端に下げる代わりに次

期の敵対企業の引き上げを誘発して二期連続で販売することができる。

　例えば〆の定義は以下の定理の証明で与えられる。その他の境界価格も同

様の含意をもつ。等号を伴うのが右辺であるか左辺であるかは，仮定2，4によっ

て決定される。

　境界価格の高低関係を把握するために，高い順に成戊＾〆であることに

注意するとよい。クは他の境界価格よりも相対的に高く，戸に近い価格である。

定義からに〆であり，2π（・一ε）＝πφM）の場合には等号が成り立つ。図A

を見よ。以下の命題4．1の証明にはこれらの認識が必要である。

　ここで反応関数が三期で循環する直観的な説明を与えよう。例えば企業1が

前期に〆十εを提示していたなら，企業2は戸に引き下げて市場を独占する。

次に企業1は引き下げ競争が激化するのをおそれ・極端に〆まで引き下げ乱

すると企業2はさらに価格を引き下げても利益が少ないので，・二期後の利益を
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高めるために，〆十εまで引き上げて今期の利益を放棄するのであ乱この状

況が交互に繰り返されるのである。

　先に定義された戦略にしたがえば，BlHはどんな価格に対しても〆より高

い価格を提示することはない。それでB別は均衡経路上では常に〆十εを選択

することになる。それゆえに，初期の価格としてどの価格が選ばれようとも，

第3期には必ず戸M＋εが選ばれることになる。均衡経路上の三期循環で選ばれ

る価格は〆，〆，〆十εであり，その結果市場価格としては〆，〆，〆が成立

す引これらの概念は以下の証明において重要な役割を果たし，バックワード

インダクションによる解法を単純化する。

定理3．1［Wa11ner（1999）PROPOSlTlON2］1仮定2．1－2．4のもとでは，反

応関数Bヨ丁。1φ），B。丁。小）及びBル），B．Hφ），B；。一々）（ア＝1，．．リT）がこのゲー

ムの一意な完全マルコフ均衡を形成する。

証明：　最後の二期間及び規則的な三期循環の証明はW．un。士（1999）に詳し

いので参照されたい。本稿では彼のバックワードインダクションによる証明に

基づき，規則的な三期循環反応関数が最適であることを前提として，不規則な

循環における企業の最適行動について詳述する。それらの正確な理解は次節に

おける利潤の言十算において必要とされる。

　まず〆≧クとなるとき不規則な循環が生じることを説明しよ九名〆は〆

を基に定義されており，また〆＝が1＋εであることから，最終期から数えると

点列げ｝は非減少列であ乱それで最終期から数えて最初に〆≧・を満た声循

環が必ず発生する。その定義とπの厳密な山性によりψ｝は一期当たり多くと

もεしか上昇しないので，実際には〆＝・が成り立つ。

　我々はその循環を便宜上“∫十1’’と数えよ㌔そして3（∫十1）一2期に行動

する企業を考える。そのとき2π（｛）＝2π（ブ）〉π｝H）なので，たとえ敵対企

業が〆より高い価格を提示していようと，｛まで極端に弓1き下げて次期の敵

対企業による引き上げを誘発するのが合理的である。特に｛が存在しないこ

とに注意すれば，敵対企業が＾より高い価格を提示している場合には行動企

業は｛まで引き下げることがわか乱逆に敵対企業の提示している価格クが

低い場合，｛まで引き上げれば次期に敵対企業が〆1まで引き上げるので，



150 一橋研究第25巻3号

今期の利潤をあきらめる代わりに次期にπ吠1）を得る。限界的な引き下げを

しても次期に敵対企業は＾まで引き上げるので，今期と次期とで2πφ一ε）

を得る。前者の場合の利益と後者の場合の利益との境界価格が＾であり，そ

れは2πφ一ε）二≦π吠1）〈2πφ）を満たす一意な価格ψ（∈G）である。もし＾

以下なら前者を選ぶ。両者が等しければ最適な反応価格が複数存在することに

なるが，仮定2．4より高い方の｛（前者）が選ばれ，そのため上の不等式の左

辺に等号が伴うのである。こうして＾＝戸である3（∫十1）一2期の反応関数

を形式的に定義できる1

以一
ﾉ、，lll∴∵；

　次に｛＝ブである∫十1循環には〆1＝gが成り立つことを確認しよう。＾の

定義と＾＝。である事実から不等式2π（プーε）≦πφ工1）く2π（ブ）が得られる。

それゆえにヲの定義から不等式＾≧gがあてはまる。また∫十1循環は最終期

から数えて＾≧ブがあてはまる最初の循環なので，ルの定義と〆／＝｛十ε

である事実から不等式2π（・一2ε）≦πい！）〈2π（・一ε）があてはまる。そ

れゆえに〆皇＜4である。ところで，もし〆I〉クであると仮定すればψ、二ユ＝〆。十

εによりψ、㌦≧クが成り立つ。それは矛盾であるので〆／＝字であることになる。

　3（∫十・1）一2期に行動する企業は前期に敵対企業がどんな価格を提示しよう

と｛（＝プ）より高い価格は決して提示しない。それで3（∫十1）一1期に行動す

る企業は必ず＾（＝ク）に引き上げる。これらを考慮するとB。（。。エ〕一。φ）は実は

典型的な3プ期のパターンとは異なる旧コ。　3（∫十1）一3期に行動する企業は現在

どう行動しようと，二期後には＾に引き上げざるを得ないことを自覚してい

るので，今期と次期の二期間の利益しか考慮しない．。

　B舳一々）は典型的な3才一！期の形状になるので，｛（＝。）を〆に，｛を〆

にそれぞれ置き換えれば，我々はそれをBl、…1φ）とみなせることに注意すべき

である。ここで最終期から数えた場合，点列ば｝におけるgからプヘのジャン

プが生じる。上の説明からB。（。。lHφ）は同様に月Hφ）におきかえられる。そ

れゆえに我々は元来の3（∫十ユ）一2期と3（∫十1）一3期を新しく3∫一1期と3r

2湖とそれぞれ付け替える。そうすると不規則に，循環∫十ユは3（∫十1）期と

3（∫十1）一1期の二期問から構成され，循環∫は3∫一1期と3∫一2期の二期間

から構成される。
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　元来の3（∫十ユ）一4期には，行動する企業はB乱一／φ）とBl、一・φ）に直面して

おり，また敵対企業が三期後に4（イ1）への弓1き上げを行うことを知ってい

るので，その反応関数は典型的な3’期のパターンになる。よって元来の3（∫十

ユ）一4期を新しく3（∫一1）期と付け替えれば，循環∫一ユは三期間からなり，

規則的な循環が再び始まる。そして最適である三期循環反応関数が再び均衡と

なっていく。　　■

　　　　　　　　　　図A　三期循環に関わる価格

多才について不等式〆く〆＜〆く〆とプ≦〆≦字が成り立λ

　　　　　πφ）

R　　口　　　　　　　　　　　　‡　L
刀ψ〃　　　　　　戸〃・　ク

　　　　　　　　　表I推移期における四期間の価格

　元来の期数で表せば，〆＝ヲとなる循環は3（∫十1）と3（∫十1）一1との二つ

の期間からなる。〆＝。となる循環は3（∫十1）一2と3（∫十1）皿3との二つの期

問からなる。

元来の期数 寸け替えた期数 企業1の価格 企業2の価格 市場価格

3（∫十1）一3 3s－2 〆 戸”十ε グ｛

3（∫十1）一2 3∫皿1 グ r r

3（∫十1）一1

R（∫十1）

3（∫十ユ）一ユ

R（。十ユ）

字字

　r

gグ十ε

r4
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　各循環における＾＾片の定義は〆に依存するので，三期循環は〆を基

準に数えるととができる。通常のパターンでは，〆は循環ごとにεずつ下降

していく。定理3。ユの証明で見たように不規則なパターンはgまたは芦が関わ

るときに生じ引それで我々は有限点列のψ｝＝（り・十ε，．．りク）を一つの周

期と見なし，大循環と呼ぶ。大まかに言えば，大循環はm個の循環からなる

（乍だし倣＝1＋（9一グ）／εL

　ここで我々はゲーム期間に注意を払わなければならない。それは3T＋2で

あると仮定したけれども，厳密に数えればそうではない。先の定理の証明で詳

述されたように，一つの大循環から次の大循環への推移期問には不規則なパター

ンが生じる。一つの大循環の最初と最後の循環は実際には二期問からなる。し

かしこれらを正確に数えあげていくと，その期を表す添え字を書くのには複雑

になり過ぎる。全体のゲームにおいて普及している三期循環が本質的であり，

また最後の二期間が独立していることを強調したいので，便宜上3τ十2を用

いた。形式的には以下の系が大循環を正確に描写する。

系3．2［Wa11ner（1999COROLLARY3）］：〆｝＝（ゲ十ε，．．りg）によって定

義される一つの大循環はm－2回の完全な三期循環を含み，全体では3m－2

期間からなる。T→・・のとき，その大循環は同一形式で絶えず繰り返される。

証明：　点列山｝は最終期から数えれば定義にあるように通常はεずつ上昇し，

定理3．1の証明において詳述されたようにクから芦にかけてのみジャンプする。

最終期から数えれば，新しい大循環は・によって定義される循環を最初の循環

とみなして始まる。最後の循環はgによって定義されるものである。Gに属す

るブ以上g以下のすべての価格がば｝に一度すっ含まれるので，大循環は正確

に撤回の循環から構成される。ただし二つの大循環問の推移期に発生する最

初と最後の循環が実際には各々二期間からなることに注意すれば，我々は残り

のm－2回の三期循環は完全であり，一つの大循環の期間数は3m－2である

ことがわかる・ゲーム期問が長くなるにつれ，この大循環ばば｝の定義より規

則的に繰り返される。　　■
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4　産業利潤の特■性

　このゲームは非協力複占ゲームであるにもかかわらず，上述されたマルコフ

戦略にしたがえば，提示される最も低い価格戸ですら独占利潤の半分の利益が

得られ，また三期ごとに独占価格が提示され，暗黙の共謀の結果が得られるこ

とがわかる。その均衡経路上で得られる平均産業利潤はいくらであろうか？

前節で分析された市場価格の循環性を利用すれば，我々はそれを近似的に言十算

できる。まずは全体のゲームを主に構成する大循環に焦点をあてよう。

命題4－1：十分に小さいεに対しては，均衡経路上の一つの完全な大循環にお

ける平均産業利潤は少なくとも5πψ）／6である。

証明：　計四期間からなる推移期においては市場価格として〆，れ汽ヲが成

立する。表Iを見よ。2π（・）〉πψ）でまたg≒〆であることに注意すれば

合計利潤は約3πφM）となる。他方典型的な各三期循環では市場価格としてψM，

戸、ヰ，ψ、‡が成立する。その循環の合計利潤はπψ）十2π吠）である。π吠）は

循環ごとに変わるので我々は注意深く計算しなければならない。〆は点列｛ゲ

十ε、．．りg｝から一度すっ選ばれるので，〆を。十ノε（戸O、ユ、．．りm－1）によっ

て表現することができる。πの厳密な山性により以下の不等式が成り立つ。た

だし等号はノ＝O，m－1においてのみ成り立つ：

πψ）・πし・／l）・π「十ブ・千1

　　　・［デπ（＾÷π（／）一千／1・π（づ

ノを1から倣一2までで総和をとると，次のように単純な式で近似できる：

㌶刈）・午ひ・（・一・）π（づ

一也（・』2）（・一ユ）ε。（。一2）π（づ

　　　9一「

・㌣（グ1）一㍗州、
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ただしm＝1＋（ダ。）ノεを用いている。倣一2回の完全な三期循環と不規則な四

期間があるので，合計利潤は少なくとも次のようになる：
　　　　　　　　　　　　3（m－2）　　　　　5倣一4
　　3πφM）・（グ2）πφM）・一丁一πφ”）・一一2一ψ”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m－4系3．2より各大循環は3m－2期間からなるので，その平均産業利潤は旧π

φ拙）以上であ孔ところでεが十分に小さければmは非常に大きく・また
・レ純一音である・πの厳密な山性による上記の厳密な不等式を加味す

れば，その命題は正しい。　　■

命題4，2：εが十分に小さくT→・・のとき，全体のゲームの平均産業利潤は少

なくとも冊5πφ”）／6である。

証明：　不完全な大循環は最初と最後の二つだけであり，ゲーム期間において

完全な大循環が占める割合が大きくなっていくので，自明であ孔　　■

　εが十分小さいことは，限界的な価格引き下げにより市場をほとんど完全に

独占しうることを意味する。このゲームは有限期問でかつ生産能力の制約がな

いので，ε→Oとなるときベルトランゲームに近づくことにな乱しかしなが

ら，均衡経路上では5πφM）ノ6もの利潤が得られることは驚くべきことである。

5　結　語

　本稿では有限期間の価格競争複占ゲームの完全マルコフ均衡において，暗黙

の其謀の結果が得られることを示した。とりわけ第3節においてW．un．r（1999）

が分析した三期循環の反応関数を明示し，第4節においてその均衡経路上の平

均産業利潤の計算を厳密に行い，彼の命題を一部訂正した・

　このモデルは非常に単純化されているためさまざまな拡張が可能である。一

つは企業1と企業2が外生的に決められた点である。市場価格は各大循環にお

いて典型的な三期循環とともに減少していくので，企業は利益の高い期に価格

を提示する立場を望む。第4節の命題セは産業利潤を計算したが，ここでは奇

数期と偶数期とでの利潤比較を検討する。完全な大循環を考えよう。mが奇数

の場合には，二つの連続する大循環を合わせて考えると利潤は全く同一である。
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連にmが偶数の場合，六期循環で考えると，常に企業2の方が高い利潤を得

ることがわかる。推移期では企業1の方が高い利潤を得るがその差は利潤関数

の山性により非常に小さい。それゆえにもし選択が可能であるならば，企業は

偶数期に価格をつける立場を望む。シュタッケルベルクの理論にみられるよう

な先導者優位の状況は，このモデルでは生じない。

　ただしゲーム全体を考慮した場合，つまり最初と最後の不完全な大循環を加

味した場合，どちらの企業の利潤が高いかの判断はっけがたい。これらはT

とεに大きく依存する。もしその半1蛾が可能であるならば，エεと利潤との

相互関係を解明し，第0期に企業が手番（価格の提示期）をめぐって競争する

ゲームに拡張することは興味深い問題である。

　他に企業数の拡張が考えられる。高い利潤が維持され生産費用も存在しない

のであるならば，企業の参入が起こるのが自然である。その際には企業が価格

を提示するタイミングの設定が重要になるであろう。

　本稿では全く考慮されてない費用構造の導入も重要である。上述した参入間

題と関連して，固定費用の影響も無視できない要素であ引生産量も考慮しな

ければならないので複雑になるが，一般的には限界費用の概念も導入されるべ

きである。

　これらの諸問題は今後の研究課題として，分析・解決に努めていきたい。

＜注＞

（ユ）一回限りの同時手番価格競争ゲームでは，有限な価格網であっても均衡に

　おいて両企業はGからεを選択することになり，ベルトランの逆理に近い

　状況に陥る。

（2〕W邊uner（1999p．256）の定義によれば“Bヨ丁φ）＝〆ifψ〉〆十ε．’’である

　が，彼の証明（p．264）にあるように3丁期においてのみ“Bヨ々）＝ψM＋εif戸

　＞〆十ε．”である。

13）W出。t（1999p．257）の定義は以下のように等式を用いているが，同一の

　価格が定義される。他の境界価格の定義についても同様である。’〆i・the

　hfgestψ∈C1o昌sthan0fequa1totheu皿1que戸∈［O、戸M］solv王ngπ（声一ε）十

　πφ一3ε）＝πく声”一ε）．”

／4）W且une正（1999p．257）の定義は以下のようであるが，場合分けの不等号が
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　誤植されている

　　　　イ’十ε’1；1∴；

15）そういうわけで我々は3∫期ではなく3（∫斗1）一3湖とつける。

㈹　W汕nef（1999PROPOSmON4）は“Avef丑ge　indus卿P士。丘ts　convefges　to5

　　π（ψ”）ノ6．s　the　g．m．1。昌ts　l．nger；……”と言己述したけれども，命題4．1によ

　　り“丑t1e且st”をつけるべきである。また彼の証明はπ（・）とπ（g）に言及す

　　るにとどまり，π（・）の形状を全く考慮しておらず，厳密性を欠いている。

　　さらにεが仮定2．3を満たせば十分であるのかどうかはわからない。
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